て 誤謬な く 書 残して おこうと した ことが 画餅に な つ て 

しまったの を、 大変 残りお しく 思う。 

わたしの 知人の 一 人 はこうい う 事 をい つ て くれた。 

とめな めいぎ 

「花柳界に は 止 名と いう ものが あって、 名妓の 名 を や 

たらに 後の ものに 許さない。 それだけの 見識 を そなえ 

たもの ならば 知らず、 あまりよ い 名 は つまり 名妓 

を だした の を 誇りに して、 取って おきに する 例が ある _ 

よしち よう やっこ 

たとえば 新橋で ぼんた、 芳町 で 奴と いうよう に …… 」 

その 芳 町の 名妓 奴が 貞奴 である こと は 知らぬ もの 

も あるまい。 

奴の 名 は 二 代と も 名妓が つづいた。 そして 二 代と も 



くわ そくはつ よしこ 

桑の 鏡台 をお いて、 束髪の 芳子 (その 当時の 養女、 も 

じゅふく かまた 

と 新橋 芸者の 寿 福 —— 後に 蒲 田の 映画 女優と な つ た 川 

おんな ばんとう 

田芳 子) が 女 番頭 に 帯 をし めて もら つ て、 帰り 仕度 を 

している ところであった。 八 畳の 部屋が 狭い ほど、 花 

束 や 花輪 や、 贈り ものが 飾って あって、 腰の 低い、 四 

きんびょうぶ めぐ おき だ い 

条派 ふうの 金屏風 を 廻らした 中に、 鏡台、 化粧品 置 台、 

まるひば ち 

丸 火鉢な ど を、 後 や 左右に して、 くるりと こっちへ 

むきな お 

向 直った 貞奴 は、 あの 一流の つんと 前髪 を 突 上げた 束 

髪で、 キ チンと 着物 を 着て、 金の 光る 丸帯 を 幅広く 結 

まお あご 

んだ 姿であった。 顔 は頰が こけて 顎の やや 角ば つてい 

るの が 目に 立った が、 眼 は 美しかった。 



力 や、 悄々 と 敵将の 前へ 身を投 出す ヴ アンナの、 あの 

幽雅な ものごしと 可憐 さ を、 自分の 生れた 国の 女性に 

現せない のだろう、 異国の 女性に 扮 するとき は あれ ほ 

ど 自信の ある 演出す るのに と 思った。 その 幕が おわつ 

てから 楽屋へ 訪れた のであった。 

卓に お膳 立が 出来て いて、 空席に なって いると ころ 

がわた しのた めに 設けられた 場所であった。 貞奴は 鏡 

台 をう しろに して 中央に いた。 すぐ そのと なりに 福 沢 

ごちそう ひもの 

さんがいた。 御馳走 の 充分な のに 干魚が なければ 食べ 

られ ない といって 次の間で 焼かせた りした。 わたし は 

(ああ これ だな、 時折 舞台が 御殿の ような 場で 楽屋の 



ひもの にお 

方から 干魚の 句い がして 来て、 現実 暴露と いう ほどで 

もない が 興味 を さまさせ るの は —— ) などと 思って い 

た。 福 沢さん がお 茶 づけが 食べたい というと、 

おんなち やわん ぞうげ はし 

女 茶碗の かわいい のへ 盛って、 象牙の 箸 を そえても 

たせた。 新 富 座の 楽屋 うら は 河岸の 方へ かけて 意気な 

住居が 多い ので 物売り の 声が よくき こえた。 すると 貞 

奴 は、 

「早く あの 豌豆 を 買って 頂 だい、 塩 よ。 」 

と 注文した。 福 沢さん が あんな もの をと いったが、 あ 

たし は 大好きな の だからと 買わせて 食べながら 「これ 

は 柔らかい からお いしくない」 といって 笑った。 



そうした 様子が から 駄々 つ 子で、 あの 西洋にまで 貞 

とどろ た 

奴の 名 を 轟 かして 来た 人と は 思われな いまで 他 あい 

ままごと 

がなかった。 飯事の ように 暮 している 新 夫婦 か、 まだ 

夢の ような 恋 をた のしんで いる 情人 同士の ようで あつ 

た。 貞 奴の 声は柔 かく あまく 響いて いた。 

きのう やせ 

「昨日 はね、 痩つ ぼちって 怒鳴られ たのです よ。 この 

-1- くも も 

間 はね、 福 桃さん、 あんなに 痩せた よ —— です つて… 

〜」 

彼女 は 煙草 をく ゆらしながら おかし そうに 笑った。 

そう 言われな いで も 気が つ い ていたが、 彼女の 体 は ほ 

ん とに 痛々 しい ほど 痩 つれていた。 肩の 骨 も あらわな 



らば、 手足 なぞ はほんと に 細かった。 その 割に 顔 は 痩 

せが 目に たたない、 ふくみ 綿 を するとす つかり 昔の 面 

影になる。 

(ああ、 あの 眼が 千両な の だ) 

あの 眼が 光彩 を はなつ うち は楚々 たる 佳人に な つ て 

永久に 彼女 は 若い と 眺められた。 福 沢粋士 にせよ この 

人に もせよ、 見えす いた、 そんな 遊戯 気分 を 繰 返す の 

は、 醒めた 心に は 随分 さびしいで あろうが、 それ を嬉 

しそうに している 貞奴を わたし は 貞淑な もの だと 思 つ 

めし ゆかた はかた 

た。 彼女 は 荒い 柄のお 召の ド テラに 浴衣 を 重ね、 博 多 

の 男 帯 を くるくると 巻きつけ、 髪 は 楽屋 銀杏に ひっつ 



まじえる ことの 出来ない 絶対の もので あらねば ならぬ。 

(けれど この 人 は、 愛する ものに とはいわなかった。 

惚れた とい う 普通 軽く 言 いはな される 言葉 を つかった。 

そこに 用意が あるの かも 知れない。) 

と 思う とまた 貞 奴の、 先刻の 褪めき つていて 陶酔し 

ている ような とりなしが 目に 浮んだ。 

では 白熱 時代の 貞奴 は？ 

わたし は 急がずに 書いて ゆこう。 四、 五 年 前に 京都 

わらじ ぎおん 

から 来て 内 幸 町の 貞 奴の 家へ 草鞋 をぬ いだ、 祇園の あ 

る 老妓 はこう 言った ことがある。 

ぶ どうしゅ 

「芝居から 帰る と 二階へ あがって、 寝る 前に 白葡萄酒 



自分 だけの 心に しか わからなかった のであろう。 老妓 

の 目に 夫妻の 金銭 問題と 見えた の は、 事業と 一家の 経 

済との 区別 をた てた の を 悪く と つたので は あるまい 

からだ かよわ 

か？ 彼女 も 女で ある。 ことに 気は剛 でも 身体 は 繊弱 

い。 心の 労れに 橈む こと もあった であろう。 そういう 

おり 夫の 果 しもない 事業 慾に —— それ も ありふれた 事 

おおが か くせ 

をき らう 大懸 りの 仕事に、 何もかも 投じて しまう 癖の 

あるの を 知って、 せめて i 顧の 憂いの ないよう にと 考 

えたので はなかろう か。 それ は あの 勝 気な 女性に も、 

長い間の 辛労 を、 艱難 困苦 を 思 出す と、 もう 欠乏に は 

堪えられそう もない と 思うよう な、 彼女の 年が 用意 を 



彼女 も 正直な 負けず ぎら いであった ろうと 思って いる _ 

そして そういう 気質の ものが 胸算用 をし いしい 川上 を 

助けた と はどうしても 思われない。 彼女 は 強い、 それ 

こそ、 身 を 炎に してし まいそうな 自分自身の 信仰 を 傾 

け尽 して、 そこに 幾分 かの 好奇心 を 交えて、 夫 川上の 

事業 を 助けた のであろう。 そこに はまた、 彼女の 生れ 

ものずき 

た 血が、 伝統的 義侠と 物 好な 江戸 人の 特色 を 多く 含ん 

でいた 事 や、 気負い 肌の 養母に 育てられた 事 や、 芝居 

と 小説の 架空 人物に 自ら をよ そえた、 偽りの 生活 を享 

楽して いる 中に 住んで、 不安 もな く、 むしろ 面白お か 

しく 日 を 送って いた 若き 日の ことで ある ゆえ、 彼女 は 



自分と いう ものの 力が、 夫に とって、 その また 新ら し 

い 事業に とって、 どれほど 有力な もので あるかと 知つ 

たと きに、 全く 献身的な、 多少 冷静に 考える ものに は、 

無鉄砲な 遊戯と 見える ほどな 冒険 も敢 てしたの であろ 

う。 そうした 人が 金銭の ことから 他人が ましくな ろう 

はず はない。 もしな つたと すれば、 それ は 夫妻の 内部 

から 破綻が、 表面にまで 及ぼして きて、 物質 関係まで 

他人が ましくな つたの だと 思わなければ ならない。 そ 

の 折 はすで に 愛情 は 冷却して、 そのく せ 女の 方 は、 あ 

まり 高価な、 かけがえのない 犠牲 を 払って 来た 若き 日 

の、 あの 尊と かりし 我 熱情の、 t 徒らに 消耗され た 事 を 



思い 嘆く あまりの、 焦燥から 来た 我執と みなければ な 

るまい。 

けれど、 もし 仮にそう であった とすれば 貞 奴の 思 違 

いであった。 彼女 は 夫 を 助けた のであろう。 夫の ため 

に 犠牲と して、 夫の 事業の 傀儡と なった のであろう。 

けれど それ は 最初の ことで、 運命 は 転換した。 演劇に 

新派 を 建立し、 飜訳 劇に 彼 地の 風俗 人情、 思想 をい ち 

はやく 紹介した 川上の 事業 はとに かく 成功した。 かげ 

で こそ ォッ ペケ ぺ なぞと 旗 上げ 当時 を 回想し て 揶揄す 

る もの もあった が、 演劇界に 新たな 一線 を ft すだけ の 

こと を 川上 はやり 通した。 そして、 それと 同時に、 B 



者 を、 よりょく、 より 輝かしい 光彩 を そえて、 終り ま 

での 頁 を、 立派な ものにして 残したい と 望んだ からで 

あった。 小さな 断片で も 永久に 亡びない 芸術品 は ある 

が、 貞 奴の それ は 大きく、 広く、 波動に 包まれた 響き 

の 結晶で ある。 それが 末にな つて 崩れて いたならば、 

折角 築き あげられた ものの 形 を 完全ない ではない か、 

わたしの 理想から いえば、 貞 奴の 身体が 晚 年に だけせ 

めて 楽 をしょう とする のに 同情しながら も、 それ を 許 

したくな く 思った。 芸術に 生き、 芸術に 滅びても らい 

ぢぉ -0-iL- が A ら i こ 

たかった。 雄々 しく 戦って、 痩 枯れた 軀を 舞台に 横 

たえた とき、 わたしたち は どんなに、 どんなに 彼女の 



引退のお りの 配り ものである 茶碗に は 自筆で、 

と かく 

兎も角も のがれ 住むべく 野菊 かな 

の 詠が ある。 自選で あるか、 自詠 であるか どうか は 知 

らな いが、 それにしても 最初の 句の 「ともかくも」 と 

よん 

は 拠 どころ なくと いう 意味 も 含んで いる。 仕方がない 

からとの 捨鉢 も ある。 まあ こんな 事に してお いてと い 

う 糊塗した 気味 も ある。 どこ やらに 押 付けた もの を 籠 

めて いて 不平が ある 句と いっても よい。 「とりあえず」 

「どうやら こうやら」 という 意に も 訳せない こと はな 

いが、 それで は噓 になる。 何故ならば、 彼女の 引退 は 

突然の 思 立ち かも 知れない が、 そうした 動機が 読 み ザ J 



作者で ある サ ルド— が 親しく 訪れた と いう 事 や、 

露西亜の 皇帝から は、 ダイヤモンド 入りの 時計 を 下賜 

された という 事 や、 いたる 土地の 大歓迎の はなし や、 

ホテルの 階段に 外套 を 敷き、 貞 奴の 足が 触れた といつ 

て、 狂気して 抱えて 帰った ものが あった こと や、 貞奴 

の 旅情 を なぐさめる ためにと、 旅 宿の 近所で 花火 を あ 

まちすじ 

げ させてば かりいた 男の 事 や、 彼女の 通る 街 筋の 群集 

ャッコ ャッ n とりま 

が、 「奴、 奴」 と 熱狂して 馬車 を 幾 層に も 取 廻いて し 

まった という 事 や、 いたるところでの 成功の 噂が 伝 

わき 

わって、 人気 を 湧 立た せた。 正直な 文学青年の 秋 田 氏 

み ゆうず あまくだ 

が、 美 神が 急に 天下った ように 感激した の は 当り前 



まった。 しまいに は 部屋の 畳の 表まで むしりとって 売 

払い、 そして 毎日 感激 を つづけて いたと さえ 言われる _ 

こんな 清教徒の 渴仰 を、 もろもろの 讃詞 と共に 踏ん 

で 立 つ た貞 奴の 得意 さは どれほど であつ たろう。 それ 

にしても 彼女に おしむ の は、 彼女が 芸を我 生命と して 

目覚め、 ふるいたたなかった 遺憾 さで ある。 それ は 余 

儀ない 破目から 女優に なった とはいえ、 こうまでに 成 

功して ゆけば、 どれから はいって 歩んだ としても、 道 

は ひとつで はない か、 けれど、 立脚地が 違う ゆえ、 全 

生命 を 没頭し きれないで、 ただ 人気が あつたと いう だ 

たくま 

けにして その後の 研鑽 琢磨 を 投げす てて しまい、 川上 



時と があって、 

「愚痴 をい うの は 嫌いだから だま つ ている けれども、 

何に つけて 人と いう もの は 深い 察しの ない ものね」 

などい つてる 時 は、 ただ 普通の、 美しい 繊弱い 女性と 

きえん 

より 見えない が、 ぺパァ ミント を 飲んで、 気焰を 吐い 

ている 時 なぞ は、 女で いて 活 社会に 奮闘して いる 勇気 

の ほど も傯 ばれる と 言った。 それでも 芝居の 楽の 日に、 

興行 中に 贈られた 花の 仕分けな どして、 片づ いて 空に 

まう ぜん も t こ 

なった 部屋に、 帰ろうと もせず 茫然と、 何 かに 凭れて 

いる 姿な ど を 見る と、 ただなん となく 涙 含まれる とき 

せきばく 

が ある。 マダム 自身 も そんなと き は、 一 種の 寂寞 を感 



ちょうじ 

は、 なるほど 偉い 芸妓 だと 思った。 一人 は 丁字 屋の小 

やつ こ 

照と いい、 一人 は 浜 田 屋の奴 だと 聞いて いた。 小 照 

いいよう ほう てい 

は 後に 伊井 蓉 峰の 細君と なった ぉ貞 さんで、 奴 は 川上 

さ だ 

のお 貞 さんであった。 浜 田 屋には 強いお つかさん がい 

るの だとい う 事 もき いたが、 わたしが 気をつけて 見る 

き：：' よ ■ つ 

ようにな つてから は、 これ もよ ぃ縹緻 だった 小 奴と い 

う 人の 御 神灯が さがって いて 奴の 名はなかった。 その 

うちにお なじ 住吉 町の、 人形 町 通りに 近い 方へ、 写真 

屋 のよう な 入口へ、 黒 塗の 看 板が かかって、 それに 

は 金文字で 川上 音ニ郎 としる されて あった。 そして 其 

処が 奴の いる うちだと 知った。 また その後、 大 森の、 



に、 また やや 早めに 生れて 来たので ある。 生れた の は 

明治 四 年であった。 そして 後年、 貞 奴に 盛名 を 与える 

に、 柱と なり、 土台と なった 人々 が、 みな 適当な 位置 

に 配置され て、 彼女の 生れて くるの を 待つ 運命に なつ 

ていた。 

もし 彼女の 生家が 昔の ままに 連綿と していたならば、 

マダム 貞 奴の 名 は 今日なかった であろう。 新 女優の 祖 

かたぎ 

川上 貞奴 とならずに 堅気な 家の 細君であって、 時折の 

芝居 見物に 鬱散 する 身と なって いたか も 知れない。 

力 力 V 

明治維新 のこと を 老人た ち は 「瓦解」 という 言葉 を 

もって 話 合って いる。 「瓦解」 と は、 破壊と 建設と を か 



みちのり いいあら 

ねた、 改造までの 恐し い 途程を 言 表わし た 言葉 であろ 

う。 すべての 旧慣 制度が 破壊され た 世の 渦 は、 ことに 

江戸が 甚 しかった。 武家に 次いで は 名 ある 大 町人が バ 

りょうが えちよう 

タ バタと 倒産した。 お 城に 近い 日本 橋 両替 町 (現今 

お お だな 

の 日本銀行 附近) にかな りの 大店であった、 書籍と 両 

替屋を かねて、 町役人 も 勤めて いた 小 熊と いう 家 も そ 

も いえつき 

の 数に は 洩れなかった。 家附の 娘お たかは 御殿 勤めの 

美人の きこえた かく、 入婿の 久次郎 は 仏 さまと 呼ばれ 

る ほどの 好人物であった。 そうした 円満な 家庭に も、 

吹きす さぶ 荒い 世 風 は 用捨 もな く 吹 込んで、 十二 人目 

しんめい 

にお 貞と 呼ぶ 美しい 娘が 生れた ころ は、 芝 神明の ほと 



した 七 歳のお 貞は、 子供に 似合わぬ ピンと した 気性 

だった ので、 ，1 寸の くるい もない ように、 養母と 娘の 

心 は ぴったりと 合って しまった。 その 点 はお 貞の貞 奴 

うみ 

が、 生の 親よりも よく 養母の 気性と 共通の 点が あった 

といえる。 

とはいえ、 そうした 俠妓に 養われ、 天賦の 素質 を 磨 

いたと はいえ、 貞 奴の 持つ 美質 は、 みんな 善き 父母の 

授けた ものである。 優雅、 貞淑 そういう 社会に 

育った に は 似合わぬ 無邪気 さ、 それ は 大家の 箱入り娘 

もちまえ 

と、 好人物の 父との 賜物で ある。 一 本気な 持 前 も、 江 

戸 生れの 下町の お嬢さんの 所有で なければ ならない。 



其処へ 養母に よって 仁侠と たんかと、 歯切れの よい 

i 婆つ 気 を 吹き込まれ たの だ。 そうした 彼女 は 養母の 

うしろだ 

後 立てで、 十四 歳のお リ はもう 立派な 芳 町の 浜 田屋小 

奴であった。 

ご け なおさら 

廿九 歳で 後家に なつてから 猶更 パリ パリして いた 養 

母の 亀吉 は、 よき 芸妓と しての 守らねば ならぬ しきた 

むすめ ふくよう 

り を 可愛い 養 娘で ある ゆえに、 小 奴に 服膺 させねば な 

らな いと 思って いた、 その 標語 —— 芸妓 貞鑑 は、 みな 

彼女が 実地に あって 感じた ことで あり、 また 古来の 名 

いまし 

妓 について 悟った 戒めな のであった。 彼女 は 言う。 

さ 

「好い 芸妓に なるなら 世話 をして 下さる 方 を 一 人と 極 



► J ぅぜ ん 

な 誇り を もって、 昂然と 嬌坊 第一に いた。 

彼女 も、 そうした 社会の 女人 ゆえ、 早熟だった。 彼 

女 は 遊びと して は、 若手の 人気 ある 俳優た ちと 交際つ 

ろうか 

ていた。 そして 彼女が もっとも 好んだ もの は 弄 花 —— 

四季の 花 合せの 争いであった。 金 びら のきれ るのと、 

亀吉 仕込みの 鉄火と が、 姿に 似合ぬ したたかものと、 

姐さん 株にまで 舌 を 巻かした。 

奴の 芸妓と しての 盛時 は 十七、 八 歳から 廿 一 歳 ごろ 

までであろう。 

奴 は 芸妓 時代から 変り ものであった。 その 時分 ハイ 

カラと いう 新 熟語 はな か つ たが、 それに 当てはめられ 



おかみさん になる の だってと いうの をき いて、 みんな 

が 驚ろ いている 通りに、 大層な 大事 件の ようにき いて 

いた ことがあった。 それ は 明治 廿五 年、 奴が 廿ニ 歳の 

おりだと 後で 知った。 なんで わたしが 大事 件の ように 

耳に とめて いたかと いうのに、 前に も 言った 通リ、 芳 

ゆきき かどぐち 

町 は 近い 土地で あり、 往来に 浜 田屋の 門口 も 通ったり、 

自然と 奴の 名 も 聞き 知っていた からであった。 それに、 

あさく さと リこぇ 

浅 草 鳥 越の 中 村 座に 旗 上げ をした、 川上 音 ニ郎の 壮士 

芝居の 人気 は 素晴らしかった ので —— 彼れ が 俳優と し 

て 非凡な 腕が あるから というの ではなく —— 書生が 

(自由党の 壮士が) 演説と 芝居と を 交ぜて するとい う 



は 担って かえってき たのだった。 そして、 当然、 夫の、 

重い 人生の 負担に 対して、 奴のお 貞も片 荷 を 背負わな 

ければ ならない 運命であった。 漸く 平静であろう とし 

た 彼女の 人生の 行路が、 その 時から 一 段嶮 しくな り、 

多岐 多様に なって いった 分岐点が、 その 時であった。 

川上 音 ニ郎の 細君の 名が、 わたしたちの 耳へ また 伝 

ほんめい つか 

わって 来た ころに は、 彼女 は 奔命に 労れき つていた の 

だ。 彼女 は (最近 引退興行の おりに、 『演芸 新聞』 に自 

己の 談話と して 載せた ように) 芸妓から 足 を 洗って 

しろうと めかけ 

素人になる にしても、 妾と 呼ばれる のがい やで、 どう 

とも かせ 

か 巡査で もよ いから 同情の 厚い 人の 正妻に なり、 共 稼 



程と して、 欧米 風の 劇場 を 建設す る ことで、 川上 は 万 

難を排 して その 事業に 驀進した。 それ とても 奴の 力が 

どれほどの 援助で あつたか 知れなかった。 

浜 田 屋亀吉 の 娘で 芳 町の 奴で ある 細君の 名 は、 貧乏 

な 書生 俳優、 とも すれば 山師と 見 あやまられ がちな 川 

い ん ぎょう 

上よりも、 信用が 百倍 もあった。 細君の 印形 は 五 万 

円の 基本 金 を 借 入れて 夫の 手に 渡し、 川上 座の 基礎 は 

その 金 を 根柢と して 築き あげられ ていった。 

きよほうへん 

様々 の 毀誉褒貶 のうちに、 夫妻の 苦心の 愛子 II 川 

上座 は 出来 あがって いった。 もう やがて 落成し ようと 

した 折に、 不意に 夫妻の 仲に 気まず い 争いが 出来た。 



こころ 

演 した 心事に 同情の あった 結果 は 八 千円の 利益 を 見、 

それだけ は 償却した が、 残る 四千 円の ために 彼ら は 苦 

しみぬ いた。 

そのころ の 住居が 大森 にある 洋館の 小屋 であった。 

金 貸に 苦しめられた 川上が 憤然として 代議士の 候補に 

アイス ひょうぼう 

立った の は、 高利 貸 退治と 新派 劇の 保護 を 標榜した 

ので あつたが、 東京 巿の 有力な 新聞紙 —— たしか 

よろずち よ うほう 

『万 朝 報』 であった II の 大反対に あって 非なる 形 

勢と なって しまった。 

それらが 動機と な つ て 川上 夫婦の 短艇 旅行 は 思 立た 

れた。 厭世観と 復謦の 念、 そうした 夫の 心 裏 を 読み 



つくして、 死なば 共に との 意気 を 示し、 死ぬ 覚悟で 新 

しい 生活の 領土 を 開拓し、 生命の 泉 を 見出そう ではな 

いかと、 勧め はげまし たの は 奴であった。 妻の 言葉に 

暗示 を 与えられて ふるい 立った 川上 は、 失敗の 記念と 

なった 大 森の 家 を 忍び 出る 用意 をした。 無謀と い えば 

限りない 無謀で あるが、 そのころ はま だ 郡 司 大尉が 大 

はて こぎつ ボ I ト 

川から 乗 出し、 北 千島の 果ま でも 漕附 けた 短艇 探検 熱 

はま だ 忘れられて いなかつ たから、 川上の 機智 は それ 

に 学んだ のか、 それとも そうする ょリ ほか 逃 出す 考え 

がなかった のか、 ともあれ、 人生の 嶮 しい 行路に、 行 

き 悩んだ 人 は、 陰惨た る 二百十日の 海に 捨身の 短艇 を 



いうまでもなく 一 人 は 奴で、 一 人 は 川上の 姪の 鶴 子 (在 

米 活動 俳優と して 名 ある 青木 鶴 子、 後に 早 川 雪洲の 

妻) で、 奴 は 単に 見物が てらの 随行、 鶴 子 は 彼 地で 修 

業す るの が 目的であった。 

亜米利加の サンフランシスコに 一行 は 上陸した。 仲 

はい ま 

に 這 入った 人の 言葉ば かり を 真に 受けて、 上陸 後 四日 

間ば かり を うやむやに 過して しまう と、 仲人 は 逃亡 

してし まった。 知らぬ 間に 川上の 名義で 借 入れられた 

ばく だ い 

莫大な 借金が 残って いるば かリ、 約束に なって いると 

くぎ づ とざ 

いった 劇場へ い つ て 見れば 釘附 けにな つて 閉 されて い 

る。 開演し さえ すれば との 儍な いたのみ に 無理算段 を 



そこで どんなに 窮 した 場合に も 残して おいた、 舞台で 

着る 衣服 甲胄に 身 を 装い、 おりから 降りしきる 雪の 

まちまち 

辻々、 街々 を 練り歩いて、 俳優た ちが 自ら 広告した。 

絶食し つづけた 彼れ らが、 重い 鎧-を 着て、 勇気 凛然た 

かっぽ 

る顔附 きをして、 雪の 大路 を濶 歩す る その 悲惨なる 心 

根 —— それ は 実際の 困窮 を 知らぬ ものに は 想像 もつ き 

こじまた かのり 

かねる いたまし さで ある。 舞台に 立って、 児 島 高徳に 

ぞラ ひょう 

投げられた 雑兵が、 再び 起 上って 打 向って くる はず 

なのが、 投げられた なりに なって しまった ほど、 彼ら 

は 疲労困憊の 極に 達して いた。 百 弗の 報酬 を 得て ホテ 

ルに龃 込んだ 時には、 食卓に むかった 誰れ も かれ も、 



ちの 不如意の 連中に は、 指の 爪の ことまで 繊細な 気 

持ち を 持って いられなかった 人々 が、 感銘 深くな がめ 

たという 有様 だ つ た。 

病床で 川上が 言 続けて いた、 フランス. パリ ー の 博 

かく 力く あ 

覧会 そ ここ そ、 マダム 貞奴 の 名声 を赫 々 と 昂げさ 

せた ものである。 海外に あって 最も 輝かしかった 三ッ 

の 歓喜、 その ひとつ は 亜米利加 ワシントンで、 故 小 村 

公使の 尽力で、 公使館 夜会に 招かれ、 はじめて 上流 社 

会に 名声 を 博し 得た こと。 また ひとつ は 英吉利で 上 村 

大将に 遇い、 その 力に て バッキンガム. パレスで、 日 

本 劇 を 御覧に 入れた こと たしか そのお り 貞奴は 



が 重く 見る オフ シ ェ . ダカ ジメ 三等 勲章が 燥と してい 

た。 

ひろ 

貞奴、 貞奴、 その 名 は 日本で ょリ 海外に 高く 拡 まつ 

た。 名実 は 川上 一 座で も、 彼の 一 座で なく 彼女の 一 座 

として 歓迎され た。 一 度 帰朝した 彼女ら は 陣容 を 改め、 

今度 こそ 目的の ない 漫然と した 旅役者で はなく、 光彩 

ある 日本 劇壇と して 明治 三十 四 年に 再び 渡欧した。 座 

長 はいう まで もな く 川上 音 ニ郎、 星 女優 は貞 奴、 一座 

の 上 置きに は 故 藤 沢 浅 一 一郎、 松 本 正 夫、 故 土 肥庸元 (春 

ひと 

曙) の 諸氏の ほかに、 中 村仲吉 という 女優 (この 優 は 



大柄の 美人で 旅 廻りの 女 役者と して はほんと に 芸も立 

派な 旧派 出の 女であった) を 加えて 一行 は廿 六、 七 人 

であった。 仏、 英、 露、 独、 西、 伊、 澳、 匈の 諸国 を 

巡業し 到る 処で 大歓迎 をう けた。 この 興行から 帰って 

来る と 故国 日本で も 貞奴を 歓迎して、 化粧品に は 争つ 

ひょうぼう 

て マダム 貞 奴の 仏蘭西 土産で ある こと を 標榜 した 新 

製品が 盛んに 売出され、 広告に は その チヤ— ミン グな 

顔が 印刷され たりした。 そして、 川上の 懇望に よって、 

ひのき 

故郷の 檜 舞台に、 諸外国の 劇壇 か ら 裏書き さ れ てきた、 

えんぎ 

名誉 ある 演伎を 見せた の は、 彼女が 三十 三 歳の 明治 卅 

セク スピア— ともね 

五 年、 沙 翁の 「オセロ」 の デス デモ ナを、 鈉音 夫人 



という 名に して 勤めた のが、 初舞台で ある。 そして 亡 

夫の 七回忌に あたる 大正 六 年 十月、 日本 橋 区久松 町の 

明治座で 女優 生活 十五 年間の 引退興行 を 催し、 松 井 松 

葉 氏に よ つ て 戯曲と な つ た、 伊太利の 歌劇 「アイ— ダ」 

を 上場した。 川上の 旧 門弟と は、 貞 奴が たてた 川上の 

銅像 や、 郷里の 墓所の ことな どから、 心持ちの 解け あ 

わない 事が あって 出演し なかった が (彼ら は 川上の 望 

た 力な わ 

ん でいた 芝 高 輪 泉 岳 寺の 四十七士の 墓所の 下へ 別に 師 

の 墓 を 建て、 東京に おける 新派 劇団からの 葬式 を 営ん 

だ) 幸いに 伊井、 河 合、 喜 多 村の 新派の 頭 立った 人が 

つみ 

応援して、 諸方からの 花輪、 飾り もの、 造り もの、 積 



女性に も 激しい 血 は 流れて いる。 人の 魂 を 汚す ような 

こと は、 その 人 自身の 反省に まかせて おけば よいで は 

ないか？ わたし は 道学者で ない 故に、 人生に 悩みな 

ほ f 

がら 繊ぃ 腕に 悪戦苦闘して、 切 抜け 切 抜けして ゆく 殊 

たた よみ 

勝 さ を 見る と、 涙ぐましい ほどに その 勇気 を 讃ぇ嘉 し 

たく 思う。 

のち せきばく 

ああ！ 貞奴。 引退の 後の 晚年は 寂寞であろう。 功 

為り 名 遂げて 身 退く と は、 古え の 聖人の 言葉で ある。 

あ 、ム よこ 电 * ノ 4? 

忘れられる ものの 寂し さ —— それ も 貴女 は 味 わねば 

なるまい。 しかし 貴女 は 幸福で あつたと 思う。 何故な 

ら 貴女 は、 愛され もし 愛し もし、 泣いた の も、 笑った 
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